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自
然
は
我
々
に
何
を
語
っ
て
い
る
の
か

早
春
の
候
、
組
合
員
を
始
め
、
農
協

事
業
を
御
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す

多
く
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、
新
年

度
に
入
り
何
か
と
お
忙
し
い
中
で
日
々
を

送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
御
推
察
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

22
年
度
最
終
締
め
を
終
え
ま
し
た
。
各

部
門
そ
れ
ぞ
れ
動
き
が
あ
っ
た
中
、
３
年

連
続
マ
イ
ナ
ス
収
支
で
あ
り
ま
し
た
肉
牛

生
産
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
月
齢

短
縮
出
荷
・
餌
の
工
夫
・
事
故
率
低
減
等

に
心
掛
け
、
プ
ラ
ス
と
な
る
良
い
結
果
で

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
信
用
事

業
の
貯
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
前
年
対

比
４
％
増
の
１
７
７
億
１
，３
６
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
販
売
取
扱
い
で

は
、
生
乳
生
産
量
は
微
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
畜
産
物
で
は
高
値
推
移
に
よ
り
増
と

な
り
、
畑
作
で
は
だ
い
こ
ん
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
等
の
高
温
障
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、

総
じ
て
引
き
合
い
価
格
が
維
持
さ
れ
、
種

い
も
、
加
工
、
食
用
向
け
も
順
調
に
販
売

が
進
む
な
ど
、
生
産
者
の
手
取
り
価
格
は

ま
ず
ま
ず
の
内
容
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
購
買
事
業
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
等

生
産
資
材
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
あ
る
る
に
於

い
て
は
、
競
合
店
と
の
価
格
競
争
が
激
化

す
る
な
か
、
組
合
員
を
始
め
多
く
の
御
利

用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
前
年
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
農
協
事
業
ト
ー

タ
ル
し
て
当
期
剰
余
金
５
，７
１
８
万
円

で
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
改
め
ま
し
て
農

協
事
業
を
御
利
用
、
御
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
事
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。３月

11
日
に
発
生
し
ま
し
た
地
震
・

津
波
・
原
発
事
故
で
あ
り
ま
す
。

丁
度
私
共
、
前
参
事
と
札
幌
よ
り
昼
便
で

戻
り
、
机
に
向
か
い
仕
事
に
つ
い
て
間
も

な
く
職
員
の
「
地
震
だ
」
と
言
う
声
に
気

づ
き
、
奇
妙
な
長
い
揺
れ
が
続
き
ま
し
た

が
、
こ
の
程
度
で
は
特
に
影
響
は
な
い
で

あ
ろ
う
と
内
心
ホ
ッ
と
し
て
い
た
所
に
大

津
波
警
報
が
出
た
と
の
情
報
を
耳
に
し
、

そ
の
後
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
状
況
は

と
て
も
現
実
の
も
の
と
は
思
え
ず
、
言
葉

を
失
い
ま
し
た
。
自
然
の
力
に
対
し
て
の

無
力
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
も
の
で
す
。

今
日
私
達
は
、
経
営
・
生
活
の
向
上
の
た

め
自
然
に
手
を
加
え
、
利
用
し
、
豊
か
な

社
会
を
作
っ
て
来
ま
し
た
し
、
あ
る
こ
と

が
当
た
り
前
、
変
え
る
こ
と
も
人
間
の
技

の
お
ご
り
で
は
な
か
っ
た
か
…
。
こ
の
度

の
過
去
に
類
を
み
な
い
震
災
は
、
警
告
の

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
お
互
い
今
一
度
立

ち
止
ま
っ
て
何
を
す
る
べ
き
か
、
ど
ん
な

こ
と
に
備
え
る
べ
き
か
、
我
が
地
域
・
組

合
員
の
経
営
・
生
活
を
含
め
て
考
え
て
い

る
日
々
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
震
災
に
多
く

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ

中
標
津
と
し
て
、
有
効
に
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
を
込
め
て
各
団
体
に
お
届

け
い
た
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
未
だ
行
方
が
分
か
ら
な
い
方
々
の
安

否
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
又
、
土
地
、
家

屋
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
早
期
復
旧
、
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
よ
り
施
設
投
資
し
て
お
り
ま
し

た
乳
製
品
工
場
で
あ
り
ま
す
が
、

学
校
給
食
向
け
に
新
学
期
か
ら
供
給
す
べ

く
準
備
を
し
て
い
た
所
に
、
震
災
の
影
響

を
受
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
依
頼
し
て
い
た
工

場
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
旨
の
一
報
が
入

り
、
混
乱
し
対
策
に
苦
慮
し
つ
つ
製
造
で

き
る
工
場
及
び
４
月
の
学
校
給
食
供
給
ま

で
に
間
に
合
う
か
を
含
め
、
ギ
リ
ギ
リ
の

や
り
取
り
の
末
、
４
月
４
日
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
届
き
、
安
堵
す
る
と
と
も
に
早
速
作

業
に
入
り
間
に
合
わ
せ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
直
前
で
の

苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
順
調
に

対
応
出
来
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
委
託

を
受
け
て
お
り
ま
す
標
津
町
様
、
標
茶
町

様
に
は
独
自
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
遅
れ
て
お

り
、
届
き
次
第
そ
れ
ぞ
れ
地
域
産
の
牛
乳

を
詰
め
て
お
届
け
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

既
に
本
格
的
な
農
作
業
が
動
き
出
し

て
い
ま
す
。
日
本
国
内
外
で
の
食

糧
分
野
、
燃
料
、
資
材
等
の
動
き
が
あ
り

ま
す
が
、
自
国
で
し
っ
か
り
確
保
す
る
べ

き
も
の
は
維
持
す
る
取
り
組
み
と
し
て
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

事
故
、
怪
我
、
病
気
に
は
十
分
注
意
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た
だ
き
た
く
願
っ

て
お
り
ま
す
。
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い

時
代
で
あ
り
、
農
協
運
営
に
あ
た
っ
て
も

慎
重
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

６
月
10
日
開
催
の
第
64
回
通
常
総
会
に

向
け
、
今
後
、
地
区
別
懇
談
会
を
通
じ
て

22
年
度
の
報
告
及
び
23
年
度
の
計
画
を
示

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
近
況

の
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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第63回

新入部員

青年部
通常総会

　ＪＡ中標津青年部の第63回通常総会が４月12日、本所大会議
室で開かれ、平成22年の事業報告、今年度の事業計画や予算な
ど、全ての協議事項について、満場一致で承認され、平成23年
度事業のスタートを切りました。

高橋　力也君

奥田　悠平君

工藤　隆介君

房川　喜仁君

　

10
時
30
分
、
定

刻
ど
お
り
に
小
沼

明
理
事
の
宣
言
に

よ
り
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
は
親

組
合
の
髙
橋
勝
義

組
合
長
、
小
林
実

町
長
、
地
区
青
協

と
し
て
中
本
信
幸

副
会
長
。
女
性
部

の
金
子
ひ
ろ
み
部

長
、
商
工
会
青
年

部
の
高
橋
正
憲
筆

頭
副
部
長
、
Ｊ
Ｃ

の
小
室
薫
理
事
長
、

根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
高
橋

主
査
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
林
直
樹
部
長
が
「
昨

年
か
ら
の
一
連
の
動
き
の
中
で
自
然
の
中

で
の
無
力
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
も
多
々
あ
っ
た

が
、
そ
の
中
で
も
最
大
限
の
効
果
を
あ
げ

ら
れ
た
一
年
に
な
っ
た
と
思
う
。
今
年
も

春
先
か
ら
先
が
見
え
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
下
を
向
い
て
じ
っ
と
し
て
い

る
場
面
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
が
や
れ
る
こ

と
を
や
っ
て
、
経
済
の
停
滞
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ

し
い
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
佐
々
木
大
輔
氏
を
議
長

に
進
め
ら
れ
、
第
１
号
議
案
の
決
算

報
告
、
平
成
23
年
の
事
業
計
画
案
が

執
行
部
か
ら
説
明
さ
れ
て
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
任
期
の
２
年
目
と
な
る
た
め
、

部
長
以
下
３
役
に
変
更
は
な
く
、
平

成
23
年
度
の
地
区
理
事
と
な
っ
た

の
は
赤
波
江
力
氏
（
俵
橋
）、
舟
橋

祐
太
氏
（
武
佐
）、
服
部
友
和
氏
（
俣

落
）、
纓
坂
晃
史
氏
（
当
幌
）。

　

40
歳
表
彰
で
は
、
佐
々
木
大
輔
氏

（
俵
橋
）、
森
島

靖
雄
氏
（
俵
橋
）、
三

輪
哲
郎
氏
（
開
陽
）

の
３
人
が
受
け
、
青

年
部
活
動
に
対
す
る

長
年
の
協
力
と
活
躍

に
対
し
て
表
彰
及
び

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
22
年
度

に
活
躍
し
た
部
員
に

贈
ら
れ
る
Ｍ
Ｖ
Ｐ
表

彰
に
は
、
青
年
の
主

張
発
表
大
会
で
「
愛

こ
そ
全
て
」
と
熱
い
発
表

を
さ
れ
た
小
田
将
志
氏

（
俣
落
）、
青
年
部
活
動
に

活
発
に
参
加
し
て
い
た
片

野
智
生
氏
（
俣
落
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

新
人
部
員
に
は

奥
田
悠
平
君
（
当
幌
）、

高
橋
力
也
君
（
武
佐
）、

工
藤
隆
介
君
（
武
佐
）、

房
川
喜
仁
君
（
第
２
俣
落
）

が
加
入
し
、
69
名
体
制
で

新
年
度
事
業
を
開
始
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　当青年部から被災地へ向けての義援金は、
プロレス大会での募金40,020円を含めた
231,720円が総会で承認され、４月19日付
で送金されました。



　中標津ジュニアホルスタインクラブでは新入会員を募集しており
ます。
　同クラブでは、子供達（小学校４年生から高校生まで、兄妹の場
合はそれ以下でも可）と広く酪農のことについて学んだり、キャン
プをしたり、収穫祭をしたり四季に応じた行事を行っている楽しい
クラブです。入会希望者、興味のある方は是非ご連絡下さい。

中標津ジュニアホルスタインクラブ事務局　JA中標津・家畜改良課・名越沙友里 ℡73-2131

新入会員

大募集!!中標津
ジュニアホルスタインクラブ

酪農について楽しく学ぼう!!
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講
師
に
は
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北

海
道
道
東
事
業
所
所
長　

小
林　

英
聡 

氏
が
務
め
、
講
習
会
で
は

乳
牛
を
審
査
す
る
場
合
に
特
に
重

要
な
部
位
の
説
明
を
頂
い
た
後
に

未
経
産
牛
６
頭
・
経
産
牛
４
頭
を

用
い
て
の
２
ク
ラ
ス
で
講
習
が
行

わ
れ
、
最
初
に
参
加
者
か
ら
各
ク

ラ
ス
の
序
列
を
講
評
し
て
頂
い
た

後
に
講
師
か
ら
講
評
が
な
さ
れ
、

参
加
者
は
講
師
の
講
評
と
自
身
の

解
答
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
耳

審
査
講
習
会
開
催

 

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
講
習
後
は

Ｊ
ｒ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

を
対
象
と
し
た
未
経
産
牛
を
用
い

て
の
リ
ー
ド
講
習
が
行
わ
れ
、
講

師
や
同
志
会
員
か
ら
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
説
明
が
な
さ
れ
、
会
員

達
も
真
剣
に
リ
ー
ド
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
講
習
会
後
は
焼
肉
を
囲

ん
で
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
参

加
者
間
の
親
睦
・
交
流
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

　４月17日㈰ホクレン根室地区家畜市場にて
中標津乳牛改良同志会審査講習会が開催され、
同志会員・組合員・Ｊｒホルスタインクラブ・
関係機関などを含め総勢58名が参加しました。



中標津B&Wショウ開催!第49回
シニアチャンピオンにアースイースト アスター エミリー ゼニス OC ET号

４
月
23
日
㈯
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜
市
場
屋

内
審
査
場
に
て
第
49
回
中
標
津
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド

ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
気
温
も

低
く
、
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨

年
度
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
の
影
響
を
受
け

各
共
進
会
が
自
粛
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
根
室

管
内
で
最
初
の
共
進
会
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り

多
く
の
観
衆
が
来
場
し
、応
援
し
て
頂
き
ま
し
た
。

シ
ョ
ウ
に
は
17
戸
39
頭
（
未
25
頭
、
経
14
頭
）

の
出
陳
が
あ
り
、
デ
ー
リ
ィ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

富
ん
だ
優
秀
な
乳
牛
が
集
ま
り
、
中
標
津
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
質
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し

た
。
審
査
員
に
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
業

務
部
部
長　

荒
木
敏
彦
氏
が
あ
た
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
デ
ー
リ
ィ
ー
・
ク
ィ
ー
ン
に
は
三

田
村
千
里
さ
ん
（
管
理
課
）
が
務
め
シ
ョ
ウ
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

尚
、
審
査
の
結
果
（
別
紙
詳
細
）
シ
ニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
佐
々
木
宏
之
さ
ん
出
陳
の
ア
ー
ス

イ
ー
ス
ト 

ア
ス
タ
ー 

エ
ミ
リ
ー 

ゼ
ニ
ス 

Ｏ
Ｃ 

Ｅ
Ｔ
号
、
シ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

山
下
匡
大
さ
ん
出
陳
の
ア
ル
ピ
ナ 

ス
タ
ー 

ド
ル

マ
ン
号
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
佐
々
木

宏
之
さ
ん
出
陳
の
Ｔ
Ｍ
Ｆ 

ブ
レ
ー
ク 

ア
レ
ス 

フ

ア
ン
テ
イ
ー
号
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
は
久
保
慶
彦
さ
ん
出
陳
の
Ｔ
Ｍ
Ｆ 

ア
イ
ラ

ン
ド 

ゴ
ー
ル
ド 

ク
ラ
リ
ス
号
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

本
共
進
会
が
共
進
会
シ
ー
ズ
ン
皮
切
り
と
な
り

ま
す
が
、
出
品
者
の
皆
様
方
に
は
各
共
進
会
に
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出品番号 名　　　　　　　　　　号 出品者
シニアチャンピオン
903 アースイースト アスター エミリー ゼニス  OC  ET 佐々木宏之
シニアリザーブチャンピオン
802 アルピナ  スター  ドルマン 山下　匡大
ジュニアチャンピオン
207 TMF  ブレーク  アレス  フアンテイー 佐々木宏之
ジュニアリザーブチャンピオン
504 TMF  アイランド  ゴールド  クラリス 久保　慶彦
プレミアブリーダー 中　川　　　将
プレミアエキジビター 横　田　千　秋

1部1位 105 サイドバレー  テンプト  カツパー  ET 横田　千秋
1部2位 103 エクセルシア  ゴールド  フエイ  ET 久保　慶彦
2部1位 207 TMF  ブレーク  アレス  フアンテイー 佐々木宏之
2部2位 202 センターリバー  アーブ  アンナ  エコー 中川　　将
3部1位 306 ＴＭＦ  バーク  ミツク  ダンデイー ストライブ シンジケート
3部2位 303 リバービレツジ  アレキサンダー  リートン 川村　尊之
4部1位 407 アースイースト  グラマラス  リコライス ET 佐々木宏之
4部2位 401 エクセルシア  フアイナル  ヘレン 久保　慶彦
5部1位 504 TMF  アイランド  ゴールド  クラリス 久保　慶彦
5部2位 503 ニユーバース  バブルカンパニー  マンゴー  プリン 保科　　斉
6部1位 604 ハピイイースト  テンプトレス  Ｒ  カーニバル 福村　　稔
6部2位 603 ハツピーランド  ビーズ  モンブラン  クリンス 福嶋　信博
7部1位 702 エルムパーク  クロス  マリアン 久保　慶彦
7部2位 704 ハピイイースト  ローテ  ローズ  ローザ 福村　　稔
8部1位 802 アルピナ  スター  ドルマン 山下　匡大
8部2位 808 フラーリツシユ  チヤンピオン  ローサ 福嶋　寿顕
9部1位 903 アースイースト  アスター  エミリー  ゼニス  OC  ET 佐々木宏之
9部2位 902 サイドバレー  Ｒ  マルデイ 横田　千秋
10部1位 1001 センターリバー  コメツト  エモリー  デイク 中川　　将
10部2位 1000 ハツピーランド  キツテイ  ダイナ  ジエスロ 福嶋　信博
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6

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
の

第
60
回
通
常
総
会
が
４
月
20
日
、
根
室
農

業
会
館
で
開
か
れ
、
会
長
に
当
Ｊ
Ａ
青
年

部
盟
友
で
も
あ
り
ま
す
、
中
本
信
幸
氏
が

就
任
す
る
新
体
制
で
節
目
の
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

総
会
は
42
人
の
地
区
単
協
か
ら
の
参
加

に
よ
り
開
催
さ
れ
、
議
長
に
当
Ｊ
Ａ
青
年

部
盟
友
安
田
正
嗣
氏
が
指
名
さ
れ
て
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
決
算
報
告
、

新
年
度
の
計
画
予
算
案
に
つ
い
て
、
全
会

満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
農
協
青
年
部
連
絡
協

議
会
の
第
60
回
定
期
総
会
が
４

月
５
日
、
札
幌
で
開
か
れ
全
道
各

地
か
ら
約
４
０
０
人
の
青
年
農
業
者

が
集
ま
り
、
力
強
く
ガ
ン
バ
ロ
ー
と

唱
え
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

平
成
22
年
に
根
室
地
区
を
含
む
道
内
３
地
区
で

全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
た
ポ
リ

シ
ー
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
向
け
て
の
要

点
な
ど
に
つ
い
て
、
実
際
に
周
り
の
青
年

部
員
同
士
で
対
話
し
な
が
ら
、
纏
め
上
げ
る
道
筋

を
順
序
だ
て
て
説
明
さ
れ
な
が
ら
、
研
修
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
の
決
算
状
況
か
ら
今
年
の
事
業
計
画
案

ま
で
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
根
室
地
区
の
会
長
か

ら
道
の
副
会
長
、
そ
の
後
、
参
与
、
顧
問
と
長
き
に
渡
っ
て

役
員
と
し
て
根
室
地
域
の
青
年
の
声
、
酪
畜
生
産
者
の
思
い

を
全
道
、
全
国
へ
届
け
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
佐
々
木
大
輔

氏
が
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
体
制
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

会
長
か
ら
監
事
ま
で
全
員
新
任
に
よ
る
体
制
と
な
り
ま
す
。

会
長
＝
今
井
貴
祐
（
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
）、
副
会
長
＝
林
昌
之

（
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
）、
生
田
目
康
之
（
Ｊ
Ａ
北
宗
谷
）、
黒
田
栄

継
（
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
）、
監
事
＝
久
保
田
泰
法
（
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い

広
域
）、
中
山
和
彦
（
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
）

第60回定期総会
 北海道農協青年部連絡協議会

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
で
は
、

会
長
に
中
本
信
幸
氏
（
中
標
津
）、
副
会
長

に
石
森
裕
治
氏
（
中
春
別
）、
西
田 

尚
氏

（
道
東
あ
さ
ひ
）、
監
事
に
渡
部
英
徳
氏
（
標

津
）、
林
直
樹
氏
（
中
標
津
）
が
選
考
委
員

で
選
任
さ
れ
、
全
会
の
承
認
を
受
け
ま
し

た
。中

本
会
長
は
「
地
区
会
長
と
い
う
重
責

は
背
伸
び
を
し
な
く
て
は
果
た
せ
な
い
ほ

ど
、
管
内
盟
友
の
意
思
を
背
負
っ
て
い
く

も
の
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な
く
私
ひ
と
り

で
は
達
成
で
き
な
い
も
の
な
の
で
、
今
年

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
就

任
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

 

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会

第
60
回 

通
常
総
会

新
会
長
の
今
井
貴
祐
氏



有限会社ファム・エイ主管担当者一覧

7

①1979.7.7
②青森県
③マラソン
④今年でヘルパー5年
目になります。豊富な
ヘルパー経験を生か
し、組合員さんのお役
に立てるよう励みま
す。

①1980.8.5
②札幌市
③音楽鑑賞
④中標津担当になって
2年目になりました。
より多くの農家さんの
お役にたてるよう頑張
ります。

①1983.12.2
②北広島市
③ウォーキング
④農家の方々のお役に
立てるように頑張りま
す。

①1987.8.25
②中標津町
③読書
④中標津担当になって
5年目になりました。
今年もよろしくお願い
します。

①1986.4.18
②滝川市
③映画鑑賞
④自分自身の技術の向
上を目指します。

①1977.6.15
②兵庫県
③野球観戦
④今年から中標津担当
になりました。皆さん
のお役に立てるように
頑張ります。

①1988.1.3
②大阪府
③音楽鑑賞
④機械作業の技術の向
上を目指しながらお役
に立てるように頑張り
ます。

①1969.5.11
②羅臼町
③釣り・子供と遊ぶ
④自分の持っている技
術の更なるレベルアッ
プを心掛けて頑張りま
す。

①1990.10.26
②福岡県
③読書
④少しでも多くの勉強
をして、農家の皆様に
信頼されるように努力
していきます。

　

日
頃
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
対

し
ご
理
解
と
ご
利
用
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
４
月
に
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
に
始
ま
り
、

乳
価
の
引
き
下
げ
、
夏
は
猛
暑
と
皆
様
に
と
り
ま
し
て
は

大
変
ご
苦
労
の
多
い
年
で
あ
っ
た
と
推
察
致
し
ま
す
。

　

又
、
唐
突
と
し
て
発
表
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
は
酪

農
界
の
み
な
ら
ず
、
他
産
業
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
か
ら
今
後
の
行
方
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
未
曽
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
、
そ
の
傷
跡
は
深
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
早
い
復
興
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ム
・
エ
イ
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
通
常
利
用

に
対
す
る
料
金
の
引
き
下
げ
を
行
い
、
皆
様
に
利
用
を
願
っ
た
と
こ
ろ
前
年
を
大
幅
に
上
回

る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
於
き
ま
し
て
は
、
要
員
の
増
強
を
図
り
な
が
ら
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①生年月日　②出身地　③趣味　④今年の抱負

阿部　 農（あべ みのる）

平成23年度
酪農ヘルパー事業

①1978.12.3②福島県
③子育て・サッカー
④新人教育と自身の技術向上を心掛
け皆様に満足して頂けるよう頑張っ
て参ります。

業務主任

　有限会社ファム・エイの平成23年度、当農協主管担
当者が決まりました。武富正徳業務課長、釼持康一管理
課長以下11人の体制で主体的に当農協の業務を行って
いきます。なお、昨年度の稼働実績を踏まえ、業務委託
契約を１人増加し、７人枠の体制となりました。繁忙期
のヘルパー人数を確保するためにも契約人数を増加した
ものです。同社と契約するほかの３組合より契約人数を
多くしました。それでも取れない時は取得できませんの
で、すべての利用者の皆様にご理解とご協力をお願いい
たします。

中野　  透
（なかの とおる）

濵﨑 　剛
（はまざき つよし）

渡部 晃治
（わたなべ こうじ）

佐藤  慎哉
（さとう しんや）

中村 仁人
（なかむら まさと）

正司　　敦
（しょうじ あつし）

田村 光祐
（たむら みつひろ）

三船 　健
（みふね たけし）

澤﨑 　光
（さわざき ひかる）

①1983.5.30②愛知県③ドライブ
④中標津担当になって2年目になり
ました。新規就農を目指し、ヘルパー
で皆さんのお役に立てる様頑張りつ
つ勉強させていただきたいと思いま
す。

代表取締役 渡部弘道

加藤 信宏（かとうのぶひろ）業務主任



■
今
月
の
お
題
■　

あ
の
人
に
届
け
た
い
こ
の
声

を
テ
ー
マ
に
な
に
か
コ
メ
ン

ト
を
思
い
つ
か
な
い
と
き
に

活
用
下
さ
い
。

Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

第１回  理　事　会
開催月日　平成23年４月20日
開催場所　農協中会議室  　 

タテのカギ

ヨコのカギ

二重マスの文字をA～Ｆの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

⑩⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
㉖㉗㉘㉙㉚㉛

⑩⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
㉖㉗㉘㉙㉚㉛

12345678ABCD
EFGHIJKLMNOP

①紙や布をチョキチョキ切る道具
③人家の軒下に巣を作ることもある鳥
⑥平和を象徴する鳥
⑦芸能人が記者──を開く
⑧──鉢の土を入れ替えた
⑩土地の広さを表す単位の一つ
⑫郵送するものに貼ります
⑭樽にはめられています
⑯野球で打者が振るもの
⑱足に履きます
⑳タコより足が2本多いのです
㉒相撲をとる人のこと
㉓左ヒラメに右──、といわれる魚

①５月の第２日曜は──の日です
②コーヒーには何杯入れますか？
③二つ1組のものを数えるときに使
う言葉
④──をひっくり返したような雨だ
⑤うどんの生地を延ばすのに使います
⑦アヤメやショウブに似た花
⑨電車が止まります
⑪煮汁に水溶き──粉でとろみをつ
ける
⑬──は熱いうちに打て
⑮ピアノやバイオリン、琴などのこと
⑰お手洗い、ご不浄ともいいます
⑲ライオンのことです
㉑潮干狩りに行って採ります

決
議
事
項

１
．
平
成
22
年
度
決
算
及
び
利
益
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

２
．
第
64
回
通
常
総
会
の
日
程
及
び
招
集
通
知
へ
の
記
載

事
項
の
決
定
並
び
に
提
出
議
案
に
つ
い
て

３
．
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
の
監
事
へ
の
提
出
に
つ
い
て

４
．
理
事
及
び
監
事
の
候
補
者
に
つ
い
て

５
．
監
事
選
任
議
案
の
監
事
会
の
同
意
の
依
頼
に
つ
い
て

６
．
平
成
23
年
度
内
部
審
査
実
施
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

７
．
平
成
23
年
度
信
用
供
与
等
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

８
．
平
成
23
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に

つ
い
て

９
．
平
成
23
年
度
余
裕
金
の
預
入
先
の
決
定
に
つ
い
て

10
．
金
融
店
舗
「
自
動
窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に

伴
う
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

11
．
資
産
査
定
に
つ
い
て

12
．
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

13
．
平
成
23
年
度
中
標
津
町
農
協
総
合
共
進
会
及
び
第
３

回
牛
ま
つ
り
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
23
年
度
3
月
末
組
勘
状
況
及
び
四
半
期
報
告
に

つ
い
て

２
．
参
事
の
引
継
に
つ
い
て

３
．
平
成
22
年
度
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ

い
て

４
．
平
成
22
年
度
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

５
．
平
成
22
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結
果
に
つ
い
て

６
．
購
買
未
収
金
の
回
収
状
況
に
つ
い
て

『ハナミダンゴ』
４月号クロスワードの解答

『サツキバレ』
５月号クロスワードの解答

8

　４月号のクロスワード。正解はハナミダンゴでし
た。この度の震災に際して、一時行政が花見自粛を
唱え、一方で被災地域以外の方々は平時どおりに景
気停滞にならないようにして欲しいとも。
　発言力のある人の心無い一言で振り回される私た
ち国民ですので、情報の洪水の中で何を選択してい
くか？重要になります。
　５月に入って雪!?道東の花見の季節はもうちょっ
と先になりそうですね。
　さて、当選者は弾正原真由美さん（第２俣落）、
藤原貴志子さん（武佐）、安江昌子さん（第２俣落）
でした。おめでとうございます。　



■
今
月
の
お
題
■　

あ
の
人
に
届
け
た
い
こ
の
声

を
テ
ー
マ
に
な
に
か
コ
メ
ン

ト
を
思
い
つ
か
な
い
と
き
に

活
用
下
さ
い
。

Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

第１回  理　事　会
開催月日　平成23年４月20日
開催場所　農協中会議室  　 

タテのカギ

ヨコのカギ

二重マスの文字をA～Ｆの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

⑩⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
㉖㉗㉘㉙㉚㉛

⑩⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
㉖㉗㉘㉙㉚㉛

12345678ABCD
EFGHIJKLMNOP

①紙や布をチョキチョキ切る道具
③人家の軒下に巣を作ることもある鳥
⑥平和を象徴する鳥
⑦芸能人が記者──を開く
⑧──鉢の土を入れ替えた
⑩土地の広さを表す単位の一つ
⑫郵送するものに貼ります
⑭樽にはめられています
⑯野球で打者が振るもの
⑱足に履きます
⑳タコより足が2本多いのです
㉒相撲をとる人のこと
㉓左ヒラメに右──、といわれる魚

①５月の第２日曜は──の日です
②コーヒーには何杯入れますか？
③二つ1組のものを数えるときに使
う言葉
④──をひっくり返したような雨だ
⑤うどんの生地を延ばすのに使います
⑦アヤメやショウブに似た花
⑨電車が止まります
⑪煮汁に水溶き──粉でとろみをつ
ける
⑬──は熱いうちに打て
⑮ピアノやバイオリン、琴などのこと
⑰お手洗い、ご不浄ともいいます
⑲ライオンのことです
㉑潮干狩りに行って採ります

決
議
事
項

１
．
平
成
22
年
度
決
算
及
び
利
益
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

２
．
第
64
回
通
常
総
会
の
日
程
及
び
招
集
通
知
へ
の
記
載

事
項
の
決
定
並
び
に
提
出
議
案
に
つ
い
て

３
．
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
の
監
事
へ
の
提
出
に
つ
い
て

４
．
理
事
及
び
監
事
の
候
補
者
に
つ
い
て

５
．
監
事
選
任
議
案
の
監
事
会
の
同
意
の
依
頼
に
つ
い
て

６
．
平
成
23
年
度
内
部
審
査
実
施
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

７
．
平
成
23
年
度
信
用
供
与
等
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

８
．
平
成
23
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に

つ
い
て

９
．
平
成
23
年
度
余
裕
金
の
預
入
先
の
決
定
に
つ
い
て

10
．
金
融
店
舗
「
自
動
窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に

伴
う
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

11
．
資
産
査
定
に
つ
い
て

12
．
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

13
．
平
成
23
年
度
中
標
津
町
農
協
総
合
共
進
会
及
び
第
３

回
牛
ま
つ
り
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
23
年
度
3
月
末
組
勘
状
況
及
び
四
半
期
報
告
に

つ
い
て

２
．
参
事
の
引
継
に
つ
い
て

３
．
平
成
22
年
度
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ

い
て

４
．
平
成
22
年
度
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

５
．
平
成
22
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結
果
に
つ
い
て

６
．
購
買
未
収
金
の
回
収
状
況
に
つ
い
て

『ハナミダンゴ』
４月号クロスワードの解答

『サツキバレ』
５月号クロスワードの解答

9

「
山
歩
き
」
に
向
け
防
疫
対
応
の

継
続
と
熊
の
被
害
に
注
意
し
て
!!

● 

春
の
日
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
、
や
っ
ぱ
り
山

菜
の
時
期
で
す
よ
ネ
。「
ク
レ
ソ
ン
」
を

知
り
合
い
か
ら
い
た
だ
き
「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
」「
お
ひ
た
し
」「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
と

舌
つ
づ
み
を
打
ち
、
夫
が
昨
年
、「
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
う
え
て
大
丈
夫
」
と
思
っ

た
山
わ
さ
び
を
頭
が
キ
ー
ン
と
な
り
つ
つ

食
べ
「
豆
腐
」「
納
豆
」「
焼
肉
」
ｅ
ｔ
ｃ

何
で
も
つ
け
て
食
べ
て
ま
す
！
そ
ろ
そ
ろ

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
も
…
な
ん
て
毎

日
、
春
の
あ
た
た
か
さ
に
、
心
も
体
も

（
な
ん
と
い
う
事
は
な
い
の
で
す
が
）
ワ

ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
！
「
辛

く
、
苦
し
い
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
や
っ

ぱ
り
あ
た
た
か
い
陽
射
し
や
空
気
に
い
や

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
！
桜
が
つ
ぼ

み
を
毎
日
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
の
が
、
と

て
も
い
と
お
し
く
思
い
ま
す
！
「
沈
黙
の

春
」
が
こ
な
い
よ
う
、
祈
っ
て
い
ま
す
！

▼
Ｐ
Ｎ
／
只
今
現
役
中
さ
ん

5�
先
月
号
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
元
気
の
出

せ
る
人
が
自
粛
す
る
こ
と
な
く
元
気
を
出

し
て
日
本
を
引
っ
張
っ
て
い
く
ン
デ
ス
!!

　

 　

近
隣
諸
国
で
は
口
蹄
疫
が
い
ま
だ
に
終

息
し
て
い
ま
せ
ん
。
４
月
20
日
、
日
本
で

の
発
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
が
全

て
、
滞
り
な
く
開
催
で
き
ま
す
よ
う
に
…
。

何
度
で
も
は
い
あ
が
れ
る
「
日
本
人
」
で
!!

● 
東
日
本
大
震
災
と
津
波
で
被
災
、
ま
た
福

島
第
一
原
発
の
事
故
で
、
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
興
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
サ
ク
ラ
さ
ん

● 

平
成
23
年
３
月
11
日
は
全
国
に
地
震
災
害

の
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
ま
た
、
福
島
県
の

原
発
に
よ
る
住
民
の
不
安
と
一
つ
の
大
き

な
町
も
波
に
の
ま
れ
て
、
た
く
さ
ん
の

人
々
が
大
変
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
事
、

１
カ
月
も
過
ぎ
て
、
皆
の
力
を
合
わ
せ

て
、
少
し
ず
つ
、
ま
た
、
元
気
を
取
り
戻

し
て
い
る
所
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

 　

本
当
に
被
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

程
、
大
変
で
し
ょ
う
が
、
私
ど
も
心
よ
り

早
く
の
復
興
を
望
ん
で
い
ま
す
。
今
、
弘

前
（
青
森
県
）
は
、
も
う
少
し
で
桜
ま
つ

り
だ
そ
う
で
す
。
リ
ン
ゴ
の
花
も
咲
い
て

く
れ
た
ら
、
ま
た
、
皆
、
元
気
が
い
っ
ぱ

い
。
そ
し
て
、
我
が
家
の
牛
達
も
私
達
も

元
気
で
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
さ
ん

　平成22年北海道信用事業優績
ＪＡにＪＡ中標津が重点推進項
目において総合的に優秀な成績
だったことから総合表彰ＪＡと
して４月18日、高橋勝義組合長
が表彰状の授与に臨みました。
ＪＡにおける信用事業の重要性
を深く認識し、積極的な金融推進に努めた結果として、役職員な
らび組合員の皆さまのご協力の集大成でいただけたものです。

8 

最
低
で
も
５
年
。
何
を
基
準
に
言
わ
れ

た
も
の
か
ま
で
は
調
べ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
復
興
ま
で
に
か
か
る
期
間
だ
そ
う
で

す
。
た
だ
、
何
を
持
っ
て
復
興
と
呼
べ
る

の
か
？
有
形
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
放
射

能
と
い
う
無
形
の
災
害
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
影
響
が
続
く
長
さ
な
ど
は
前
例

が
な
い
た
め
わ
か
ら
な
い
と
し
か
言
い
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
と
し
て
の
対
応
は
、
３
月
14
日
に
支
援

対
策
本
部
を
設
置
。
Ｌ
Ｌ
牛
乳
と
と
も
に

人
材
も
被
災
地
に
派
遣
し
た
。
今
後
は
行

政
中
心
と
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
被
災

者
の
受
入
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
北
海
道
と
し
て
は
農
地
や
作
物
に

つ
い
て
問
題
な
い
。
全
国
的
に
も
海
外
か

ら
も
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
や
心
配
が
あ
る
が
、
オ
ー
ル
北
海
道
と

し
て
「
大
丈
夫
!!
」
と
い
っ
て
も
良
い
状

況
で
す
。
引
き
続
き
全
道
各
地
の
農
業
試

験
場
な
ど
で
、
放
射
能
関
連
の
検
査
な
ど

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
４
月
18
日
現
在
状
況
報
告
）

平成22年度 信用事業優績JAに!!
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　ルーキーズカレッジの海外研修においては過去３回実施
されておりまして、１期生・２期生は㈳北海道国際農業交
流協会様が窓口になり、ニュージーランド ファームステ
イ体験を行い、３期生はコーンズ・エージー様のご協力に
より、オランダ・ドイツの搾乳ロボットと糞尿処理施設（バ
イオガスプラント）の見学。そして、今回の第４期生もコー
ンズ・エージー様の協力により北米・カナダの80ｐロー
タリーパーラー牛舎・18頭ダブルパーラー・30頭ダブル
パーラーや搾乳ロボット19台を使い営農をしている農家
等の大規模農場とフール社の工場を見学してまいりまし
た。視察先ごとに研修内容を参加者より報告いたします。

【参加者】
佐藤　翔平（中標津）・武田　翔平（第２俣落）
小田　将志（俣　落）・門馬　拓也（武　　佐）
土井上佳且・早苗（武佐）・釼持　康一（ファム・エイ）
青木　渉（経営相談課）

１日目 アメリカ ダラス：ダラス市内観光

2日目 アメリカ ダラス
ダラス農場２件視察 80ｐロータリーパーラー

3日目 アメリカニューヨーク
移動日夕方からニューヨーク観光

4日目 アメリカニューヨーク
ニューヨーク市内観光・カナダへ移動

5日目

カナダ：農場３件視察
12頭ダブルパーラー農場
18頭ダブルパーラー農場
搾乳ロボット19台農場

6日目
カナダ：フール社訪問
工場見学・プレゼンテーション
（糞尿処理・固液分離）

7日目 日本へ向け移動日

ス
テ
イ
ル
メ
ド
ウ
牧
場

　

11
月
22
日
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、

ア
メ
リ
カ
牧
場
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
た

い
と
お
も
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
テ
キ
サ

ス
州
の
ダ
ラ
ス
と
言
う
所
は
、
九
州
か
沖

縄
く
ら
い
の
緯
度
に
位
置
し
、
と
て
も
暖

か
い
所
で
し
た
。
北
海
道
に
住
ん
で
い
て

も
、
テ
キ
サ
ス
州
の
広
大
で
平
ら
な
大
地

に
は
感
動
し
ま
し
た
。

１
９
９
６
年

　

 

搾
乳
牛
２
０
０
頭
、
16
頭
ダ
ブ
ル
の

ボ
ー
マ
チ
ッ
ク
製
パ
ー
ラ
ー
で
開
始
。

２
０
０
６
年

　

 

デ
イ
リ
ー
マ
ス
タ
ー
製
の
80
ポ
イ
ン
ト

ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
を
導
入
。

２
０
１
０
年

　

 

搾
乳
頭
数
２
３
０
０
頭
、
成
牛
用
牛
舎

７
棟
、
そ
し
て
各
牛
舎
に
２
４
０
頭
か

ら
３
０
０
頭
の
牛
を
飼
っ
て
い
ま
し

た
。
総
頭
数
は
３
７
０
０
頭
で
、
育
成

牛
は
外
部
か
ら
導
入
し
な
い
全
て
自
家

育
成
で
、
余
剰
が
出
れ
ば
販
売
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
は
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
製

の
６
０
０
０
ガ
ロ
ン
。

6000ガロンバルク３台

【研修行程】（平成22年11月20日より８泊10日）

第４期生

佐藤  翔平さん

ルーキーズカレッジ
北米・カナダ海外研修報告 Vol.

1
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80ポイントロータリーパーラー

　

牧
草
収
穫
は
、
３
〜
10
月
ま
で
に
６
回

収
穫
。
草
丈
は
40
セ
ン
チ
で
収
穫
す
る
そ

う
で
す
。
牧
草
は
ラ
イ
グ
ラ
ス
主
体
が

１
１
０
０
エ
ー
カ
ー
（
４
４
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
）・
コ
ー
ン
が
１
０
０
エ
ー
カ
ー
（
４
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
全
部
で
、
１
２
０
０
エ
ー

カ
ー
（
４
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
農
地
で

経
営
し
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ン
ガ
ー
は
幅
18·
２
ｍ
、
長
さ
97·

５
ｍ
、
高
さ
４·

２
ｍ
の
バ
ン
ガ
ー
３
本

と
、
幅
10·

６
ｍ
、
長
さ
60·
９
ｍ
、
高

さ
４·

２
ｍ
の
バ
ン
ガ
ー
が
３
本
の
計
６

し
洗
浄
水
は
循
環
利
用
を
し
て
い
ま
し

た
。
洗
浄
水
の
一
部
は
セ
パ
レ
ー
タ
ー
で

固
液
分
離
さ
れ
、
固
は
牛
床
で
再
利
用
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
ラ
ス
２
件
目
は
牧
場
主
が
不
在
で
デ

イ
リ
ー
マ
ス
タ
ー
の
職
員
が
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

30
頭
ダ
ブ
ル
パ
ー
ラ
ー
（
ボ
ー
マ
チ
ッ

ク
製
）
で
搾
乳
牛
が
１
５
０
０
頭
で
３
回

搾
乳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ラ
ス
地
域
乳

価
は
１
０
０
ポ
ン
ド
あ
た
り
約
40
ド
ル
、

約
70
円
で
す
。

　

こ
の
牧
場
の
牛
舎
は
壁
が
な
く
、
風
通

し
が
良
い
た
め
と
て
も
開
放
的
で
し
た
。

本
あ
り
、
た
く
さ
ん
サ
イ
レ
ー
ジ
が
詰
め

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

搾
乳
機
械
は
80
ポ
イ
ン
ト
ロ
ー
タ
リ
ー

パ
ー
ラ
ー
で
２
３
０
０
頭
の
搾
乳
牛
を
３

回
搾
乳
。
１
回
に
か
か
る
時
間
は
、
平
均

６·

５
時
間
か
か
り
ま
す
。

　

作
業
体
制　

家
族
プ
ラ
ス
作
業
員
36
名

で
搾
乳
は
５
名
×
３
回
＝
15
名
。
そ
の
他

は
２
名
体
制
で
糞
尿
処
理
・
給
餌
管
理
・

子
牛
管
理
・
雑
務
を
行
い
、
牛
の
管
理
・

統
括
は
オ
ー
ナ
ー
家
族
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
内
の
餌
は
、
コ
ー
ン

や
牧
草
を
混
ぜ
た
も
の
で
ほ
と
ん
ど
水
分

が
な
く
、
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い
て
お
り
、
に

お
い
も
気
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
。
牛
の

体
調
も
良
さ
そ
う
で
し
た
。

　

通
路
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
洗
浄
で
き
れ
い
に

　

こ
の
海
外
研
修
で
、
大
規
模
な
牧
場
や

最
新
の
施
設
を
間
近
で
見
学
し
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
引
率
の
方
、
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
農
協
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
牛
飼
い
を
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

固液分離機

30頭ダブルパーラー
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根室農業改良
普及センター

普及の窓

不明な点は、お気軽に普及センターへ
お問い合わせ下さい。（☎0153-72-2163）

詳しくはホームページで 普及センター 北根室

●ハエの種類
　畜舎で発生する主なハエは、「サシバエ」と「イエ
バエ」の２種類です（図１）。

　特にサシバエは、ストレスや痛みの原因になるば
かりか、牛白血病やサルモネラ症などの感染症を媒
介することも知られています。発生が本格化する前
に対策が必要です。

●サシバエ対策は５月からスタート
　サシバエは８～９月に目立ちますが、発生してか
ら殺虫剤の空間噴霧では手遅れです。対策のポイン
トは、幼虫の段階で個体数を増やさないことです。
越冬した個体が増える前に対策が必要なので、スター
トは５月からです。

●サシバエは発生源対策
　主な発生源は、有機物があり水分60～80％で牛に
踏まれにくい場所です（図２）。頻繁に掃除する場所
では発生しません。
　まず発生源になる糞便や食べ残しを徹底的に掃除

サシバエは今から対策を！
　農場で発生するハエによるストレスは、乳牛にも人間にも悪影響を与えます。対策は、ハエの種類と発生時
期に応じて行う必要があります。

し、越冬した個体を排除します。次に発生源を除去
しきれない場所には、発生しそうな場所をめがけて、
幼虫の発生頻度に応じてIGR剤を散布します（毎週・
隔週・毎月など）。これは摂食毒による殺虫がねらい
で、幼虫がいるところに散布することが重要です。
さらに、牛舎周辺の草を刈ることでサシバエの休憩
場所を無くしたり、牛体に直接かけるプアオンタイ
プの殺虫剤（使用可能期間に注意）で牛体に寄りに
くくすることも効果的です。

●イエバエは誘引殺虫剤が効果的
　イエバエは、クロロニコチル系の毒餌を定置する
か壁に塗布する方法が有効です（図３）。
　もちろん、ハエとり粘着剤の利用や、昔ながらの
ハエとりシートも有効です。

●ハエが大量発生してしまった場合
　即効性のあるピレスロイド系殺虫剤、有機リン系
殺虫剤及び両者混合の殺虫剤を空間噴霧します。た
だし牛体にも噴霧できる薬剤は限られていますので、
販売店での確認が必要です。
　散布は早朝、夕方、夜間が効果的です。
　同じ種類の薬剤を使用し続けると抵抗性がついて
しまうので、例えば有機リン系→カーバメイト系→
ピレスロイド系のように何種類か使い分けます。用
法・用量を守り、薬剤が生乳中に残留しないよう休
薬期間に注意しましょう。

サシバエは鋭い口器で刺す図１　主なハエの種類

サシバエ　
羽が正三角形で
体色がグレーに
見える。

イエバエ　　
羽が２等辺三角
形で体が黒っぽ
く見える。刺さ
ない。

図２　サシバエが発生しそうな場所

＜発生源はココだ！＞

畜舎の柱や四隅
除糞しにくく家畜に踏
まれないところ

飼槽・水槽の周辺
こぼれた餌と水が混
じり適度な水分があ
るところ

カーフハッチと周辺
ミルクの臭いがあり、
水分とオガ粉、ワラ、
糞が混じる

図３　主な殺虫剤の種類

ピレスロイド

殺ウジ剤

有機リン

クロロニコチル

ＩＧＲ剤

カーバメイト

即効性だが効きめ
短時間。人への毒
性が比較的低い。
•フタスミン
•フロムエイト
• 動物用金鳥ＥＴＢ
乳剤 など

•うじキラー
•ワームサイドＮＰ

即効性だが耐性が
でき効かなくなり
易い。人畜に毒性。
•ネグホン
• アルファクロン
プラス
•トヨダン  など

耐性がついたハエ
にも効果あり。人
畜への毒性低い。
サシバエには効果
なし。
•ノックベイト

残効が長く抵抗性
が発現しにくい。発
生源に散布する。
•ウジロックSG
•ネポレックス
•ヨモベット　など

即効性で強い効
果。人に毒性あり。
•ボルホ
•サンマコー
　など



新着情報については、
公式ＨＰ  http://www.ja-nakashibetsu.or.jp
に随時掲載中！
皆さまからの情報提供は、
こちらへ 272-3721

info@ja-nakashibetsu.or.jp
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Ｊ
Ａ
中
標
津
食
品
加
工
交

流
部
会
の
第
10
回
通
常
総
会

が
４
月
18
日
に
当
農
協
の
大

会
議
室
で
開
か
れ
、
平
成
22

年
度
事
業
報
告
、
な
ら
び
に

平
成
23
年
度
事
業
計
画
案
が

承
認
さ
れ
、
中
標
津
町
が
生

み
出
す
農
業
の
魅
力
や
付
加

価
値
を
再
認
識
し
、
仲
間
と

共
に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
①
中
標
津
産
食

材
を
使
っ
て
加
工
体
験
を
受

け
入
れ
す
る
。
②
部
員
間
の

情
報
交
換
や
交
流
を
行
う
。

③
各
種
研
修
会
を
実
施
す

る
。
④
製
造
販
売
活
動
を
行

う
。
⑤
グ
ル
ー
プ
月
例
活
動

の
活
性
化
を
図
る
。
５
本
の

実
践
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
決
め
、
弾
正
原
眞
由
美

氏
を
新
部
会
長
と
す
る
10
周

年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
大
西
ふ
み

江
部
会
長
が
、
昨
年
度
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
大
西
ふ
み

子
氏
を
議
長
に
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
平
成
22
年
度
の
事

　

平
成
23
年
４
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
中
標

津
の
後
継
者
対
策
事
業
と
し
て
平
成

20
年
か
ら
委
嘱
し
て
い
た
女
性
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
３
年
任
期
の
第

２
期
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

対
す
る
委
嘱
状
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

嫁
さ
ん
の
相
談
窓
口
と

し
て
各
種
相
談
を
受
け

な
が
ら
対
応
い
た
だ
く

女
性
と
し
て
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
再
委
嘱
さ
れ
た

の
は
、
長
正
路
八
世
榮

さ
ん
（
当
幌
・
写
真

左
）、
花
川
環
さ
ん
（
中
標
津
）。
新
た

に
選
任
さ
れ
た
の
は
杉
本
保
子
さ
ん

（
俣
落
・
写
真
右
）。

　

後
継
者
対
策
「
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
と
し
て
平
成
20
年
か
ら
開
始
さ
れ
、

結
婚
後
の
フ
ォ
ロ
ー
対
策
と
し
て
、
結

婚
後
、
環
境
や
生
活
の
違
い
に
悩
む
お

嫁
さ
ん
の
悩
み
相
談
窓
口
と
し
て
対
応

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
相
談
を

す
る
側
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
側
に
も
負
担

と
な
ら
な
い
体
制
を
と
る
た
め
３
人
体

制
で
対
応
に
当
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
第
１
期
の
３
年
間
で
、
悩
み
を
聞

く
場
面
で
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
相
談
が
な
い
こ
と
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
で
な
け
れ

ば
対
応
で
き
な
い
農
村
特
有
の
問
題

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
３
年
間
も

後
継
者
対
策
と

し
て
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
」

と
髙
橋
組
合
長

か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。
話

を
聞
い
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た

ら
電
話
７
３
│

５
１
１
６
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
室
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

３
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

業
報
告
で
は
、
口
蹄
疫
に
対
す

る
自
衛
対
策
か
ら
部
員
間
・
グ

ル
ー
プ
間
の
情
報
交
換
は
行
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
残
り
の
柱

と
な
る
４
つ
の
計
画
は
実
施
さ

れ
た
こ
と
。
製
造
販
売
活
動

に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
に
区
切
り
を
つ
け
て
自

主
性
を
高
め
る
た
め
に
、
活

動
団
体
の
名
前
を
「
ふ
れ
っ

ぷ
」
と
し
て
展
開
し
て
く
こ

と
を
報
告
し
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
計
画
で
は
、

レ
シ
ピ
の
発
刊
経
費
と
し

て
、
最
大
限
、
現
在
加
盟
の

部
会
員
の
要
求
を
満
た
せ
る

よ
う
な
内
容
に
し
て
い
き
、

部
員
で
作
業
で
き
な
い
部
分

は
業
者
へ
移
管
で
き
る
よ
う

に
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

食
品
加
工
交
流
部
会
の

通
常
総
会

ま
た
、
ふ
れ
っ
ぷ
の
活
動
に
対

し
、
加
工
・
販
売
・
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
店
協
力
を
担
う
経
費
と

し
て
８
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。
規
約
に
つ
い
て
は
第
10

条
・
総
会
の
決
議
事
項
に
か
ね

て
か
ら
修
正
が
必
要
な
部
分
が

あ
っ
た
た
め
、
改
正
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
下
記
の

通
り
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
左
か
ら
部
会
長
＝
弾
正

原
眞
由
美
、
副
部
会
長
＝
杉
本

保
子
、
会
計
＝
中
司
俊
枝
、
監

事
＝
名
越
静
枝
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対
策
に
つ
い
て
、

ま
た
、
個
人

的
に
可
能
な

エ
ゾ
シ
カ

対
策
や
実

際
に
く
く

り
わ
な
を
設

置
す
る
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
試
験
捕
獲
期
間
を

設
け
た
中
で
、
実
際
に
自
分

の
土
地
に
く
く
り
ワ
ナ
を
設

置
し
て
み
て
、
効
果
を
実
感

し
た
の
ち
、
狩
猟
免
許
を
自

身
で
取
得
す
る
こ
と
で
、
継

続
的
に
自
分
の
圃
場
に
ワ
ナ
を
設

置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
当

該
害
獣
が
入
り
込
み
に
く
い
地
域

性
を
醸
成
す
る
効
果
を
狙
っ
て
い

ま
す
。

　

鳥
獣
の
捕
獲
に
は
道
具
と
狩
猟

免
許
、
銃
を
使
う
場
合
に
は
猟
銃

等
の
所
持
許
可
、
鳥
獣
の
捕
獲
許

可
（
狩
猟
期
間
外
）、
ま
た
は
狩

猟
登
録
（
狩
猟
期
間
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
説
明
会
に
参
加
し
た
組
合

員
が
モ
ニ
タ
ー
と
な
り
、
設
置
場

所
を
選
定
後
、
わ
な
捕
獲
普
及
事

業
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

わ
な
捕
獲
普
及
事
業
説
明
会
が

４
月
20
日
、
農
協
大
会
議
室
で
行

わ
れ
、
実
際
に
被
害
を
受
け
て
き

た
畑
作
生
産
者
、
酪
農
家
組
合
員

が
参
加
し
、
少
し
で
も
被
害
の
軽

減
に
な
れ
ば
と
い
う
想
い
で
、
根

室
振
興
局
の
行
う
事
業
や
町
で
新

規
に
行
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
内
に
お
け
る
平
成
22
年
の
エ

ゾ
シ
カ
駆
除
頭
数
は
５
１
７
頭

（
う
ち
食
肉
へ
１
７
７
頭
）。
肉
処

理
不
可
分
に
つ
い
て
は
町
と
農
協

で
負
担
し
、
肉
処
理
分
は
㈱
ト
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ア
が
駆
除
報
奨
金
を
負

担
し
た
ほ
か
、
残
渣
処
理
料
や
運

搬
費
に
つ
い
て
は
町
と
同
社
が
区

分
負
担
し
て
い
ま
し
た
。

　

23
年
度
に
つ
い
て
は
、
１
，

０
０
０
頭
の
駆
除
を
目
標
に
、
町

か
ら
前
年
以
上
の
予
算
が
つ
い
て

い
る
ほ
ど
、
被
害
の
深
刻
度
が
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
へ

の
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止
対
策
事
業

と
し
て
新
規
12
月
〜
４
月
ま
で
に

餌
に
よ
る
誘
引
で
一
斉
生
体
捕
獲

を
も
く
ろ
む
事
業
を
展
開
予
定
。

狩
猟
免
許
取
得
者
の
減
少
が
エ
ゾ

シ
カ
被
害
増
大
に
直
結
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
狩
猟
免
許
取
得
者
の

増
加
に
よ
る
被
害
低
減
を
目
的
に

根
室
振
興
局
が
実
施
主
体
と
な
り
、

当
農
協
が
共
催
狩
猟
免
許
取
得
に

関
す
る
説
明
会
を
行
う
と
同
時
に
、

北
海
道
、
市
町
村
の
エ
ゾ
シ
カ

　

グ
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
前
の
特
設

ハ
ウ
ス
で
、
花
と
野
菜
苗
の
販
売

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
皆
様
が
ご

利
用
で
き
る
店
」
と
し
て
農
協
資

材
店
舗
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
の

営
業
時
間
を
、
平
日
朝
８
時
45
分

か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
し
ま
す
。

土
日
は
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
営
業
し
ま
す
。（
土
曜
日
は

８
月
ま
で
の
営
業
、
日
曜
日
は
５

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
営
業
）

　

農
協
の
ハ
ウ
ス
施
設
で
丁
寧
に

育
て
ら
れ
て
い
る
苗
は
お
客
さ
ん

か
ら
の
評
判
も
良
く
、
今
な
ら
ま

だ
ま
だ
種
類
も
豊
富
に
選
べ
ま
す
。

品
定
め
す
る
お
客
さ
ん
で
に
ぎ

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
個
人
的
に
昨
年
、
サ
ン

チ
ュ
と
札
幌
早
生
の
な
ん
ば
ん
が

収
穫
で
き
た
以
外
は
栽
培
管
理
が

行
き
届
か
ず
に
不
調
だ
っ
た
の
で

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
た
め
に
、
野

菜
の
苗
を
多
数
購
入
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

花
の
苗
は
草
食
系
の
私
に
は
ま

だ
早
い
の
で
、
今
年
も
野
菜
作
り

に
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
部
と
女
性
部
が
主
催
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
ミ
拾
い
が
５
月

21
日
の
土
曜
日
に
開
か
れ
ま
す
。

今
年
は
青
年
部
が
本
部
事
業
で
取

り
組
み
始
め
て
４
年
目
。
町
内
の

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
も

り
た
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
横
の
縦

線
を
道
々
標
茶
川
北
線
へ
と
続
く

道
を
ゴ
ミ
拾
い
し
ま
す
。
昨
年
は
、

参
加
さ
れ
た
方
々
も
多
く
、
移
動

時
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
農

協
バ
ス
を
出
し
て
移
動
補
助
を
行

い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
拾
っ
て
も
拾
っ
て
も
春

に
な
る
と
多
く
の
ゴ
ミ
が
た
ま
っ

エ
ゾ
シ
カ
わ
な
捕
獲
普
及

事
業
説
明
会

花
と
野
菜
苗
の
販
売
が

始
ま
り
ま
し
た

ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
の
お
知
ら
せ

対
策
に
つ
い
て
、

ま
た
、
個
人

的
に
可
能
な

際
に
く
く

り
わ
な
を
設

置
す
る
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
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用
し
に
く
い
時
期
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
へ
の
愛
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
食
べ
に
来
て
下
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、

す
っ
か
り
マ
ス
コ
ミ
上
に
話
題
が

で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
の
強

い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

で
す
が
、
着
実
に
動
い
て
い
ま
す
。

是
非
に
つ
い
て
も
、
震
災
を
受
け

て
農
業
に
対
し
て
は
両
極
の
こ
と

を
言
う
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
増
え
ま

し
た
。
放
射
能
に
よ
っ
て
危
険
な

の
で
、
そ
し
て
多
く
の
方
々
の
胃

袋
を
満
た
す
た
め
に
安
い
海
外
の

て
い
る
路
線
で
す
。
今
年
も
多
く

の
ゴ
ミ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

途
中
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
飲

ん
で
消
費
の
拡
大
を
図
れ
る
よ

う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。
牛
乳

を
飲
ん
で
す
っ
き
り
ゴ
ミ
拾
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
参
加
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
営
農
部
経
営
企

画
課
の
組
織
広
報
係
（
眞
野
）

０
９
０
６
６
９
７
９
５
６
２
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

　

桜
ケ
丘
ス
タ
ン
ド
横
の
ミ
ル
ク

の
里
が
今
年
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
、

例
年
に
な
い
寒
さ
、
一
部
雪
も
ち

ら
つ
く
状
況
だ
っ
た
た
め
、
天
候

に
泣
か
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
天
候
回
復
と
適
度
に
暑
い

夏
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ミ
ル
ク
、
ミ
ッ
ク
ス
、
コ
ー

ヒ
ー
が
各
２
５
０
円
、
こ
れ
に

各
種
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
も
の
は

３
０
０
円
で
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ミ
ル
ク
の
里
の
顔
で
あ
る
、
売

り
子
さ
ん
は
、
今
年
始
め
て
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
を
巻
く
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
女
の
子
で
す
。

　

営
業
時
間
は
平
日
朝
10
時
30
分

か
ら
午
後
６
時
。
土
日
祝
日
は
開

店
時
間
が
30
分
早
ま
り
ま
す
。

　

ス
タ
ン
ド
工
事
の
関
係
で
、
利

商
品
を
安
定
的
に
確
保
す
べ
き
だ

と
い
う
意
見
。
逆
に
、
大
地
震
当

初
の
混
乱
と
商
店
や
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ト
ア
な
ど
か
ら

品
物
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
自
国
で
生
産
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
再
認
識
、
再
確
認
し
た
方

が
増
え
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
語
る
意

見
な
ど
で
す
。
今
回
の
震
災
で
多

く
の
国
が
日
本
へ
対
し
て
助
け
の

手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
は
そ
の
支
援
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
国
が
ほ
か
の

国
に
向
け
て
軍
備
を
拡
大
し
進
攻

し
て
も
い
ま
す
。

　

一
歩
間
違
え
ば
や
は
り
、
国
家

間
と
い
う
も
の
は
侵
略
さ
れ
て
し

ま
う
危
う
さ
が
あ
る
と
感
じ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
根
室
・
釧
路
の
農
業
生

産
者
向
け
に
「
反
対
！
」
を
唱
え

る
缶
バ
ッ
ジ
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

道
中
央
会
根
釧
支
所
が
取
り
ま
と

め
を
行
い
当
農
協
で
も
購
入
し
ま

し
た
。
今
回
の
ク
ミ
カ
ン
や
広
報

誌
と
同
封
し
て
皆
さ
ん
の
も
と
へ

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
農
業
者
か

ら
見
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
自
身

の
理
論
武
装
の
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
書
物
を
読
ん
だ
り
、
人

か
ら
聞
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
書

店
に
専
門
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

営
農
部　

経
営
企
画
課
に
写
真

の
雑
誌
や
本
を
そ
ろ
え
て
い
ま

す
の
で
、
閲
覧
し
た
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

の
本
は
読
ん
で
お
い
た
ほ
う
が

良
い
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
お

教
え
く
だ
さ
い
。

ミ
ル
ク
の
里

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

本
当
は
震
災
に
よ
っ
て
議
論
を

す
す
め
る
べ
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
是
非

る
缶
バ
ッ
ジ
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
な
か
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つ
広
報
誌

２
０
1
１
年
５
月
号

■
印
刷
／
雨
宮
印
刷
㈱

■
発
行
／
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

■
編
集
／
営
農
部　

経
営
企
画
課

■
〒
０
８
６
―
１
０
０
７　

北
海
道
標
津
郡
中
標
津
町
東
７
条
南
２
丁
目
１
番
地

■
電
話
／
０
１
５
３
―
７
２
―
３
７
２
１
（
編
集
直
通
）

■
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.ja-nakashibetsu.or.jp

第３回結婚祝旅行～ 6日女性部 加工体験受入
加工部会 加工体験受入

2011年4月
１ ㈮ 歓送迎会 

４ ㈪ 総合共進会・牛祭り全体会議、農協酪対役員会

５ ㈫ 棚卸精査、青年部 全道総会、同志会役員会

７ ㈭ 学校給食牛乳開始

８ ㈮ 女性部役員会

11 ㈪ 第１回営農委員会、加工部会役員会

12 ㈫ 第１回生産委員会、青年部 総会

13 ㈬ 第１回管理購買委員会、女性部 フレミズ事業
ルーキーズカレッジ

15 ㈮
第２回全体推せん会議（予定）
根室地区女性協議会役員会
第３回地区推せん会議（予定）

17 ㈰ 乳牛改良同志会審査講習会

18 ㈪ 加工部会 第10回通常総会

19 ㈫ 女性部フレミズ事業

20 ㈬ 第１回理事会、青年部地区総会
ルーキーズカレッジ、エゾシカ駆除講習会

21 ㈭ 決算監査 〜27日

22 ㈮ 家族調印式、根室和牛協議会総会、中標津自防総会

23 ㈯ 中標津Ｂ＆Ｗ

25 ㈪ 女性部青葉会主催加工体験

26 ㈫ 中古農機具展示会、融資協議
JA中標津機械利用組合総会

27 ㈬ 根室地区女性協議会フレミズ代表者会議

28 ㈭ 農地あっせん会議、馬事同志会役員会
ブロッコリー部会打合せ

2011年5月
１ ㈰

２ ㈪ 管内バーンミーティング

３ ㈫ 憲法記念日

４ ㈬ みどりの日

５ ㈭ こどもの日

６ ㈮ 第２回営農委員会

７ ㈯ 春の園芸市～８日

８ ㈰

９ ㈪ 第２回理事会

10 ㈫

11 ㈬ 酪対・乳検・中山間各総会、あるる企画会議

12 ㈭ 営農・生産部課長会議
ワクチン接種～13日、全道ＡＩ協会代議員会

13 ㈮ 乳牛改良意見交換会、農業高校意見発表大会審査
乳牛改良同志会視察研修～16日

14 ㈯

15 ㈰ 資材店舗日曜営業～8月末まで

16 ㈪

17 ㈫ 内部審査（購買・管理部門）～18日
ワクチン接種～20日

18 ㈬

19 ㈭

20 ㈮ 女性部 ＴＰＰ・災害勉強会、
青年部丸山小学校との農業授業

21 ㈯ 根室管内Ｂ＆Ｗ、青年部・女性部奉仕活動

22 ㈰ 当幌地区牛まつり

23 ㈪

24 ㈫ 地区別懇談会（予定） 、ワクチン接種～25日

25 ㈬ 中標津酪友会牛魂祭

26 ㈭ 地区別懇談会（予定）、開陽地区牛まつり

27 ㈮ 地区別懇談会（予定）

28 ㈯ 地区別懇談会(予定)、北海道Ｂ＆Ｗ～29日
武佐地区牛まつり

29 ㈰

30 ㈪ 女性部 青葉会パークゴルフ

31 ㈫ 俵橋地区畜牛品評会

行事予定表
組合動静

●材料  2～３人分

乳製品を使用した美味しいレシピ

●作り方

ブロックベーコン
ジャガイモ
新たまねぎ
にんじん
ローリエ
固形コンソメ

160g
3 個
 1 個
1本
1枚
1個

水
牛乳
バター
コンソメ
塩、胡椒
枝豆 ・パセリ

適量
好きなだけ

10g
少々

各少々
 飾り

ジャガイモは半分に切っ
て水にさらす。

ベーコンは食べやすい大
きさに切る。

玉ねぎはくし形切り、に
んじんは乱切りにする。

鍋にバターを溶かし、
ベーコンを炒める。

にんじんを加え炒める。 ジャガイモ加えさらに炒
める。

ひたひたの水を入れ、
ローリエ、コンソメを入れ
て5分ほど煮込む。

玉ねぎを加える（新たま
ねぎがない場合は炒めた
方が美味しいです）

ジャガイモに竹串で刺し
て柔らかくなっているの
を確認する。

お好きなだけ牛乳を入れ
る！

味をみて、コンソメを加
える。

さらに味をみて、塩・胡椒
で味を調えます。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

◎盛りつけて出来上がり。お好みで枝豆やパセリなどを飾るとキレイです。

〈玉ねぎは爪楊枝を刺して煮込むと、ばらばらにならなくていいですよ〉

６月１日   第１回役員協議会（予定）


